
　
住
民
投
票
で
市
民
の
皆
さ

ん
が
示
し
た
意
思
は
、「
統

　
府
と
大
阪
市
、
堺
市
の
首

長
と
各
議
会
議
員
が
大
阪
全

体
の
広
域
行
政
課
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
「
大
阪
戦

略
調
整
会
議（
大
阪
会
議
）」

の
第
２
回
会
合
が
13
日
、
大

阪
市
役
所
内
で
開
か
れ
ま
し

た
が
、
定
足
数
を
満
た
さ
ず

流
会
し
ま
し
た
。

　
大
阪
会
議
は
、
大
阪
市
の

住
民
投
票（
５
月
）で
「
大
阪

都
」
構
想
に
ノ
ー
の
審
判
が

下
っ
た
の
を
受
け
、
自
民
党

が
府
・
大
阪
市
・
堺
市
の
各

議
会
に
設
置
条
例
を
提
案

し
、
維
新
を
含
む
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す

（
日
本
共
産
党
は
反
対
）。
府

事
態
が
く
り
返
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
、
不
毛
な
対
立
を
続

け
て
い
て
は
府
民
・
市
民
の

利
益
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
会
議
の
あ
り
方
は
認

め
ら
れ
な
い
と
考
え
、
日
本

共
産
党
は
第
２
回
会
合
を
欠

席
し
ま
し
た
。

　
大
阪
会
議
を
め
ぐ
る
橋
下

市
長
や
維
新
の
会
の
言
動

は
、会
議
を
政
争
の
具
と
し
、

ひ
い
て
は
府
・
大
阪
市
・
堺

市
の
３
自
治
体
を
私
物
化
す

る
も
の
で
、許
せ
ま
せ
ん
。住

民
投
票
の
結
果
、
存
続
が
決

ま
っ
た
大
阪
市
で
い
え
ば
、

政
令
市
の
力
を
い
ま
こ
そ
発

揮
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
、
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
総
力
を
あ
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
、
そ
の
立
場
か

ら
引
き
続
き
広
範
な
市
民
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
大
阪

を
目
指
す
「
中
身
の
改
革
」

自
民
党
、
日
本
共
産
党
が
反

発
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
議
の
成
立
に
は
３
自
治

体
の
委
員（
各
10
人
）の
３
分

の
２
以
上（
各
７
人
）以
上
の

出
席
が
必
要
で
す
が
、
第
２

回
会
合
に
は
自
民
、
日
本
共

産
党
の
議
員
と
、
堺
市
の
竹

山
修
身
市
長
が
欠
席
し
、
定

足
数
を
満
た
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

治
機
構
改
革
」
な
ど
に
時
間

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
の

つ
い
て
日
本
共
産
党
は
、
こ

う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
思

い
に
背
き
か
ね
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
設
置
に
反
対
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
条
例
案

が
可
決
さ
れ
設
置
さ
れ
た
下

で
、
少
し
で
も
府
民
・
市
民

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
前

向
き
な
議
論
に
な
る
よ
う
、

７
月
の
初
会
合
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
初
会
合
で
は
、

橋
下
市
長
や
松
井
知
事
の
一

方
的
な
言
動
が
目
立
ち
、
混

乱
の
中
で
何
も
決
ま
ら
な
い

ま
ま
終
了
し
ま
し
た
。
第
２

回
会
合
は
、
急
な
日
程
調
整

で
開
催
通
知
が
届
き
ま
し
た

が
、
初
会
合
と
同
じ
よ
う
な

こ
そ
が
必
要
と
い
う
願
い
だ

と
思
い
ま
す
。
大
阪
会
議
に

長（
大
阪
維
新
の
会
代
表
）ら

が
大
阪
会
議
の
目
的
は

「『
大
阪
都
』
構
想
の
対
案
」

で
あ
る
こ
と
を
規
約
に
明
記

す
る
よ
う
繰
り
返
し
主
張

知
事
、
大
阪
・
堺
の
両
市

長
、
各
議
員
９
人
の
計
30
人

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
開
か
れ
た
初
会
合

で
は
、
大
阪
市
の
橋
下
徹
市

し
、
議
論
が
紛
糾
。
規
約
や

今
後
の
議
論
の
進
め
方
な
ど

が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
終
了
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
自
民
党
府
議
団

が
会
議
の
議
決
方
法
を
一
部

変
更
す
る
条
例
改
正
を
行
う

た
め
に
臨
時
府
議
会
の
開
催

を
要
求
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
大
阪
会
議
の
今
井

豊
会
長（
維
新
府
議
）が
第
２

回
会
合
の
開
催
を
通
知
し
、

「
大
阪
会
議
」 

定
足
数
に
満
た
ず
に

第
２
回
会
合
が
流
会

維
新
が
会
議
を
政
争
の
具
に

民
意
に
応
え
中
身
の
改
革
を

山
中
智
子
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団
幹
事
長（
大
阪
会
議
委
員
）の
話

山中智子幹事長
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テキストボックス
(大阪民主新報・2015年8月23日付)



